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行 

事 

予 

定  

五
月 

 
 

九
日 

第
七
十
三
回
九
州
各
県
神
社
庁 

連
合
会
神
職
総
会
前
夜
懇
親
会 

於
沖
縄
県 

 
 

十
日 

仝
右
神
職
総
会 

 

十
一
日 

は
が
く
れ
の
塔
慰
霊
祭 

於
摩
文
仁
の
丘 

 

十
六
日 

九
州
地
区
中
堅
神
職
研
修
（
甲
）

～
二
十
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

於
宮
崎
県 

 

十
九
日 

神
社
庁
支
部
長
・
幹
事
連
絡
会 

於
平
和
会
館 

二
十
四
日 

全
国
神
社
総
代
会
代
議
員
会 

於
本
庁 

 
 

 
 

 

國
大
協
議
員
会 

於
明
治
記
念
館 

 
 

 
 

 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
南
支
部
会 

於
神
社
庁 

二
十
五
日 

表
彰
式 

 
 

於
明
治
記
念
館 

二
十
六
日 

本
庁
評
議
員
会
（
一
日
目
） 

於
本
庁 

二
十
七
日 

本
庁
評
議
員
会
（
二
日
目
） 

於
本
庁 

二
十
八
日 

本
庁
評
議
員
会
（
三
日
目
） 

 
 

 
 

 

班
幣
式 

 
 

 
 

 

神
社
庁
長
会 

 
 

 

於
本
庁 

 

三
十
日 

佐
賀
地
区
第
二
支
部
北
支
部
総 

会 
 

 
 

 
 

 

於
神
社
庁 

三
十
一
日 

役
員
会 

 
 

 
 

於
神
社
庁 

六
月 

 

十
三
日 

神
政
連
国
会
議
員
懇
談
会
総
会 

 

十
四
日 
神
政
連
中
央
委
員
会 

神
政
連
本
部
長
・
事
務
局
長
会 

於
本
庁 

 

十
五
日 

神
社
庁
事
務
担
当
者
会 

於
本
庁 

  

事 

務 

連 

絡  

令
和
四
年
四
月
六
日
附
教
化
発
第
二
八
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
植
樹
勧
奨
の
件 

標
記
の
件
、
第
七
十
二
回
全
国
植
樹
祭
が
来

る
令
和
四
年
六
月
五
日
（
日
）
、
滋
賀
県
甲
賀

市
・
大
津
市
・
東
近
江
市
に
お
い
て
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
行
幸
啓
を
仰
ぎ
、
「
木
を
植
え
よ

う 

び
わ
湖
も
緑
の
し
ず
く
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
皇
室
敬
慕
の
気
運
を
高
め
、

国
土
緑
化
を
推
進
す
る
と
共
に
、
鎮
守
の
森
の

育
成
に
尽
力
さ
れ
た
先
人
へ
の
思
ひ
を
新
た

に
し
、
左
記
の
通
り
貴
管
下
各
神
社
に
植
樹
を

推
奨
戴
き
ま
す
や
う
、
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一
、
目 

的 

 
 

 

神
社
の
杜
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
郷 

土
の
緑
を
育
て
、
国
土
の
緑
化
並
び
に 

環
境
改
善
に
寄
与
し
、
神
道
教
化
の
柱 

と
す
る
。 

一
、
日 

時 

 
 

 

六
月
五
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
全
国 

植
樹
祭
の
日
並
び
に
五
月
四
日
（
火
） 

 

 

第 2８４号  

★
発
行
者 

佐
賀
県
神
社
庁 

 
 

 
 

 
 

庁
長 

德 

久 

俊 

彦 

 
 

 
 

 
 

佐
賀
市
川
原
町
八
番
二
七
号 

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
 

 
 

 
h
i
z
e
n
.
s
a
g
a
k
e
n
-
j
-
c
h
o
u
 

@
s
h
o
r
e
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

祝
祭
日
に
は
国
旗
を 

掲
げ
ま
し
ょ
う 
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の
「
み
ど
り
の
日
」
を
中
心
に
行
ふ
。 

一
、
場 

所 

 
 

 
神
社
境
内
地
及
び
社
有
地
等
。 

 
 

 

・
当
日
は
植
樹
奉
告
祭
を
斎
行
す
る
こ 

と
が
望
ま
し
い
。
（
祝
詞
は
、
例
文 

を
参
照
の
こ
と
） 

一
、
参
加
者 

 
 

 

神
職
・
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
及 

び
地
方
公
共
団
体
有
志
な
ど
、
社
会
的 

に
幅
広
く
呼
び
か
け
る
こ
と
。 

一
、
樹 

種 

 
 

 

そ
の
地
方
、
神
社
ゆ
か
り
の
適
樹
と
す 

る
。 

一
、
数 

量 

 
 

 

適
宜
と
す
る
。 

以 

上 
 

※
祝
詞
、
別
紙
の
通
り
（
宮
司
の
み
に
同
封
） 

 

令
和
四
年
四
月
二
十
日
附
本
奉
発
第
二
〇
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
イ
セ
ヒ
カ
リ
」
籾
種
の
神
社
へ
の
譲
与
に

つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
皇
大
神
宮
御
鎮
座
二
千
年
に
当

た
り
聖
寿
無
窮
を
祈
念
し
、
「
イ
セ
ヒ
カ
リ
」

と
命
名
さ
れ
た
稲
の
籾
種
に
つ
い
て
、
本
年
度

も
神
宮
よ
り
左
記
の
通
り
譲
与
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
御
通
知
致
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
神
社
へ
そ
の
旨

お
知
ら
せ
戴
き
、
申
請
と
受
け
渡
し
等
宜
し
く

お
取
り
計
ら
ひ
下
さ
い
ま
す
や
う
、
お
願
ひ
申

上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
こ
の
機
会
に
、
貴
管
内
神
社
に
於
け
る

一
層
の
神
饌
田
の
普
及
並
び
に
神
宮
へ
の
毎

年
の
新
穀
奉
納
に
つ
い
て
も
御
推
奨
戴
き
た

く
、
併
せ
て
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

一
、
申
込
条
件 

 
 

 

譲
り
受
け
た
籾
種
が
神
饌
田
に
て
栽 

培
さ
れ
る
こ
と
。 

一
、
申
込
方
法 

 
 

 

別
紙
書
式
に
よ
り
、
当
該
神
社
宮
司
よ 

り
貴
職
を
経
由
し
て
、
神
宮
司
庁
宛 

に
直
接
お
申
込
み
下
さ
い
。 

一
、
申
込
締
切 

 
 

 

令
和
五
年
一
月
三
十
一
日
（
火
）
必
着

（
期
日
厳
守
） 

一
、
備 

 

考 

 
 

 

籾
種
の
数
量
に
つ
い
て
は
、
神
宮
一
任 

と
な
り
ま
す
の
で
記
載
し
な
い
で
下 

さ
い
。
尚
、
近
年
は
収
穫
量
の
減
少
に 

よ
り
、
申
請
が
多
数
で
あ
っ
た
場
合
は
、 

全
て
の
申
請
先
に
お
譲
り
出
来
な
い 

場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
御
承
知
置 

き
下
さ
い
。 

ま
た
、
譲
与
に
際
し
ま
し
て
は
、
貴
庁 

管
内
か
ら
の
申
請
分
を
神
宮
よ
り
貴 

庁
宛
に
一
括
お
届
け
す
る
こ
と
と
な 

り
ま
す
。 

以 

上 
 

 

※
詳
し
く
は
神
社
庁
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

令
和
四
年
四
月
二
十
一
日
附 

國
學
院
大
學
神
道
研
修
事
務
部
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
第
一
四
七
回
（
令
和
四
年
夏
季
）
神
職
養
成

講
習
会
中
止
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

拝
啓 

春
暖
の
候 

貴
庁
ま
す
ま
す
ご
隆
昌

の
段
、
大
慶
に
存
じ
ま
す
。 

平
素
よ
り
本
学
の
神
職
養
成
に
か
ん
し
ま

し
て
は
、
格
別
の
ご
高
配
に
あ
ず
か
り
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
第
一
四
七
回
（
令
和
四
年
夏
季
）
神

職
養
成
講
習
会
に
つ
き
ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染
対
策
を
講
じ
つ
つ
、

何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か

と
、
担
当
教
職
員
一
同
、
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
一
ケ
月
に
わ
た
る
対
面
授
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業
や
訓
育
、
陽
性
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
、

感
染
者
数
並
び
に
社
会
情
勢
な
ど
を
鑑
み
た

結
果
、
受
講
生
皆
様
や
関
係
者
の
安
全
確
保
が

十
分
に
図
れ
な
い
と
判
断
し
、
今
夏
も
中
止
と

い
う
決
断
を
い
た
し
ま
し
た
。 

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
事
情
ご
賢
察
の
う
え
、
何
卒
ご
理

解
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
次
回
の
神
職
養
成
講
習
会
（
令
和
五

年
春
期
）
の
開
催
有
無
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
改
め
て
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
四
年
十
一
月
上
旬
予
定
）
。
取
り
急
ぎ
、

お
詫
び
と
ご
報
告
ま
で
申
し
述
べ
ま
す
。 

敬 

具 

追
伸 

誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

旨
、
貴
庁
管
内
支
部
長
様
に
も
御
周
知
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

◇
◆
◇
神
政
連
た
よ
り
◇
◆
◇ 

 
 
 

 
 

 

武
雄
市
議
会
議
員
選
挙
報
告 

任
期
満
了
に
伴
い
、
去
る
四
月
三
日
告
示
、

同
十
日
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
標
記
の
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
神
道
政
治
連
盟
佐
賀
県
本

部
が
推
薦
致
し
て
お
り
ま
し
た
潮
見
神
社
宮

司 

毛
利
清
彦
氏
が
目
出
度
く
当
選
の
栄
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。 

 

管
内
関
係
各
位
に
は
、
多
岐
に
亘
る
御
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
、

紙
面
上
で
は
あ
り
ま
す
が
、
茲
に
謹
ん
で
御
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇
◆
◇
神
社
・
祭
礼
た
よ
り
◇
◆
◇ 

 
 
 

 

 

第
二
回 

賀
島
祭
（
四
月
九
日
） 

 

国
指
定
史
跡
田
代
太
田
古
墳
の
近
く
、
鳥
栖

市
田
代
本
町
の
小
高
い
丘
の
上
に
「
憲
副
賀
島

君
碑
」
と
刻
ま
れ
た
頌
徳
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

現
在
の
基
山
町
及
び
鳥
栖
市
東
部
一
帯
は

江
戸
時
代
、
対
馬
厳
原
藩
の
飛
び
地
と
し
て
宗

氏
の
領
地
で
あ
っ
た
。
「
憲
副
」
と
称
え
ら
れ

る
「
賀
島
君
」
と
は
、
十
七
世
紀
後
半
、
こ
の

飛
び
地
の
代
官
所
に
副
代
官
と
し
て
赴
任
し

た
賀
島
兵
介
の
こ
と
で
、
命
日
と
さ
れ
る
四
月

九
日
に
は
毎
年
「
賀
島
祭
」
が
頌
徳
碑
の
前
で

斎
行
さ
れ
る
。 

賀
島
兵
介
は
、
名
を
成
白
、
号
を
恕
軒
と
言

い
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
対
馬
に
生
ま
れ

た
。
十
二
歳
で
父
親
が
藩
主
の
死
に
際
し
殉
死
、

母
親
が
出
家
す
る
な
ど
幼
少
よ
り
苦
労
が
多

か
っ
た
が
、
二
十
歳
で
藩
主
に
近
い
大
小
姓
に

抜
擢
、
三
十
歳
に
し
て
肥
前
田
代
領
副
代
官
と

し
て
赴
任
し
た
。 

在
任
中
、
飢
饉
対
策
や
治
水
工
事
、
産
業
振

興
を
は
じ
め
多
く
の
行
政
施
策
を
主
導
、
殊
に

領
民
の
意
識
改
革
に
力
を
入
れ
、
自
ら
が
率
先

し
て
指
導
を
行
っ
た
。
慣
例
な
ら
ば
二
年
程
で

異
動
す
る
役
職
で
あ
っ
た
が
、
度
々
任
期
延
長

の
願
が
領
民
よ
り
出
さ
れ
、
賀
島
は
お
よ
そ
十

一
年
も
の
間
、
副
代
官
を
勤
め
た
。
い
よ
い
よ

離
任
す
る
に
際
し
、
領
内
の
庄
屋
衆
は
、
賀
島

の
功
績
を
後
世
に
残
そ
う
と
「
基
肄
養
父
実
記
」

な
る
書
物
を
編
纂
し
、
そ
の
事
蹟
を
今
に
伝
え

る
。 帰

郷
後
、
賀
島
は
大
目
付
と
い
う
藩
の
重
役

に
抜
擢
さ
れ
る
も
、
物
怖
じ
せ
ず
進
言
断
行
す

る
姿
勢
を
疎
ま
れ
、
解
任
の
上
流
罪
、
幽
閉
の

身
と
な
り
、
元
禄

十
（
一
六
九
七
）
年

に

幽

閉

先

で

没

し
、
賀
島
家
は
廃

さ
れ
た
。 
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New Face 

田
代
の
領
民
は
、

賀
島
へ
の
感
謝
と
し

て
年
貢
米
と
は
別
に

対
馬
へ
の
献
米
を
続

け
る
な
ど
名
誉
の
回

復
に
努
め
、
御
家
再

興
、
顕
彰
の
許
し
な

ど
得
る
の
に
お
よ
そ

百
年
の
時
間
を
要
し

た
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
に
こ
の
頌
徳
碑

が
建
立
さ
れ
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
に
第

一
回
「
賀
島
祭
（
墨
直
し
）
」
が
斎
行
さ
れ
た

と
伝
わ
る
。
幕
末
ま
で
は
天
台
宗
僧
侶
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
た
祭
祀
も
、
維
新
の
混
乱
期
に

有
志
の
私
祭
と
な
る
時
期
を
経
て
、
明
治
十
年

頃
よ
り
現
在
に
続
く
神
式
の
祭
祀
と
な
り
、
今

は
基
山
町
と
鳥
栖
市
で
つ
く
る
「
賀
島
公
顕
彰

会
」
が
主
催
し
て
い
る
。 

当
日
は
、
午
前
十
時
半
よ
り
基
山
町
、
鳥
栖

市
、
ま
た
対
馬
市
の
各
首
長
参
列
の
下
、
次
第

に
則
り
斎
行
さ
れ
、
規
模
縮
小
の
中
に
も
各
地

域
か
ら
計
三
十
名
ほ
ど
の
参
列
が
あ
っ
た
。 

  

事 

務 

報 

告  

【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
報
告
】 

■
妻
山
神
社
宮
司 

永
代
龍
三
郎 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
四
月
十
三
日 

 

・
員 

数 

代
表 

仲
田 

修 

他
三
名 

 

【
任
免
（
本
務
変
更
）
】 

福
岡
県
護
国
神
社 

権
祢
宜 

古
里 

幸
太 

佐
賀
県
唐
津
市
鎮
西
町
名
護
屋 

兼
ね
て
古
里
神
社
権
祢
宜
に
任
ず
る 

令
和
四
年
五
月
一
日 

 

 

寄

贈

書

籍

目

録

及

び

御

芳

名 

自 

令
和
四
年 
四
月 

 

一
日 

至 
 

 

同
年 

同
月 
三
十
日 

・
日
宗
連
通
信 

令
和
四
年
二
月
十
日
号 

神
社
本
庁
渉
外
部 
様 

・
日
本
伝
統
建
築
技
術
保
存
会
会
報 

第
四 

二
号 

(

一
社)

日
本
伝
統
建
築
技
術
保
存
会 

様 

・
奉
祝 

天
皇
陛
下
御
即
位 

 

神
奈
川
県
神
社
庁
御
大
典
奉
祝
記
念
事
業 

実
態
調
査
報
告
書 

・
第
三
回
神
宮
大
麻
頒
布
実
態
調
査
報
告
書 

神
奈
川
県
神
社
庁 

様 

・
神
道
資
料
叢
刊 

十
八 

 

橘
家
神
道
未
公
刊
資
料
集 

一 

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー 

神
道
研
究
所 

様 

・
神
社
史
研
究 

第
三
巻
第
一
号 

神
社
史
研
究
会 

様 

・
う
ぶ
す
な 

第
一
二
九
号 岐

阜
県
神
社
庁 

様 

・
令
和
御
大
典 

 

大
嘗
祭
悠
紀
地
方
栃
木
県 

栃
木
県
神
社
庁
長 

黒
川
正
邦 

様 

・
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
叢
書
二
六 

 
 

 

神
宮
大
麻
の
原
点
と
本
質 

・
み
も
す
そ 

第
一
〇
二
号 

伊
勢
神
宮
崇
敬
会 

様 

・
奈
良
県
神
社
庁
報 

第
六
四
号 

奈
良
県
神
社
庁 

様 

・
政
教
分
離
を
考
へ
る
視
点 

①
川
浪 

雅
英 

②
新
北
神
社
権
禰
宜 

③
昭
和
六
十
年 

④
佐
賀
県 

⑤
若
松
惠
比
須
神
社

権
禰
宜
（
福
岡
県
） 

か
わ
な
み 

ま
さ
ひ
で 

※
①
名
前
②
奉
務
社
名
職
③
生
年
④
出
身
地
⑤
前
任 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 
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神
社
本
庁
時
局
対
策
本
部 

様 
・
東
神 

№
一
〇
一
六 

東
京
都
神
社
庁 

様 

・
國
學
院
雑
誌 

第
一
二
三
巻
第
四
号 

國
學
院
大
學 

様 

・
砥
鹿 

第
一
四
一
号 

砥
鹿
神
社 

様 

・
大
三
島
宮 

第
二
〇
五
号 

大
山
祇
神
社
社
務
所 

様 

・
富
ヶ
岡 

№
一
〇
四 

富
岡
八
幡
宮 

様 

・
令
和
二
年
度
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進 

セ
ン
タ
ー
年
報 

第
八
号 

・
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀 

要 

第
八
号 

皇
學
館
大
学 

様 

          

                          

                          

 

お
詫
び
と
訂
正 

 

  

所
轄
庁
へ
の
提
出
書
類
に
つ
い
て 

 

令
和
四
年
四
月
八
日
附
発
佐
神
第
四
五

号
に
て
全
宮
司
宛
て
に
通
知
致
し
ま
し
た

本
件
に
つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
点
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
訂
正
の
上
、
御
対
応

下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

混
乱
を
招
き
御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま

し
て
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

記 

①
県
知
事
宛
の
鑑
部
分 

 

※
公
印
の
押
印
は
必
要
あ
り
ま
せ 

ん
。 

 

※
押
印
の
必
要
が
無
い
も
の
は
、 

 
 

・
県
知
事
宛
鑑 

 
 

・
財
産
目
録
の
写
し 

 

②
責
任
役
員
変
更
届
（
統
理
宛
）
に
は 

公
印
等
の
押
印
が
必
要
で
す
。 

 

以 

上 
 

神社庁・総代会上半期主要行事予定  

・５月１９日（木）       支部長・支部幹事連絡会 

・６月 ６日（月）・７日（火） 初任神職研修（前半） 

・６月２０日（月）       第６１回佐賀県神社関係者大会  

・６月２８日（火）・２９日（水）初任神職研修（後半）  

・７月 ６日（水）・ ７日（木） 九州各県神社庁職員事務研修会  

・７月２１日（木）       神社庁支部長会 

・７月２７日（水）       神社庁協議員会 

・８月 ３日（水）       総代会支部長会／総代会評議員会  

・９月 ５日（月）～９日（金） 中堅神職研修（乙） 

※変更の可能性もありますが、御予定下さい。 

お
知
ら
せ 

左
記
期
間
閉
庁
と
な
り
ま
す
。 

 

五
月
一
日
（
日
）
～
五
日
（
木
） 

 

御
迷
惑
お
か
け
し
ま
す 
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第
六
十
一
回 

佐
賀
県
神
社
関
係
者
大
会 

  

＊
期 
日 

令
和
四
年
六
月
二
十
日
（
月
） 

 

＊
場 
所 
佐
嘉
神
社
記
念
館
（
佐
賀
市
松
原
二―

一
〇―

四
三
） 

 

＊
日 

程 
午
前
九
時
三
十
分･

･
･

役
員
正
式
参
拝 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時 

 
 

･
･
･

受 

付 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
三
十
分･

･
･

開 

会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

式 

典 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

表
彰
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映 

 
 

 
 

 
 

午
後
零
時
三
十
分･

･
･

閉 

会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
弁
当
配
布
後
、
解
散
） 

 

＊
規 

模 

二
〇
〇
名
程 

 

＊
申 

込 

五
月
末
日
ま
で
に
支
部
幹
事
宛
に
出
席
者
を
御
報
告
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

そ
の
際
、
参
加
者
の
連
絡
先
把
握
な
ど
に
御
協
力
を
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

 

＊
備 

考 

今
回
は
従
来
（
四
〇
〇
名
）
の
半
数
程
の
規
模
と
致
し
た
く 

存
じ
ま
す
。 

各
社
・
各
支
部
で
の
参
加
は
、
通
常
の
半
数
程
度
を
目
安
に 

御
案
内
下
さ
い
ま
す
様
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

各
自
、
感
染
症
対
策
を
お
と
り
の
上
、
御
参
加
願
い
ま
す
。 

 
以 
上 

 

～支部長・支部幹事  殿～  

■神社関係者大会開催に付、参加者取纏め依頼  

  貴支部管内参加者の取り纏めに御協力をお願い致します。  

  報告締切：６月１０日（金）必着  

  連絡先の把握をお願い致しますと共に、取り纏め表をデータにて  

希望される方は、その旨神社庁にメール下さい。  

･････････････････････････････････････････････････････････････  

■支部長・支部幹事連絡会の出欠報告について  

  ※本案内は支部長のみにお送りしていますので、支部内で御調整下さい。 

  ５月１０日（火）までに所定の報告書にて出欠状況をお知らせ  

下さい。  ＦＡＸ：０９５２―２３―２６０６  


